
平成１６年度教育情報共有化促進モデル事業 

 

第６回会合報告 
 

・日時       平成１６年１０月２３日(土) １０時～１５時 

・場所       岐阜大学総合情報メディアセンター 

 

１ e-Learning システム 

○これまでのノウハウの中から 

・児童生徒の学習意欲を高めるための仕組みを取り入れる 

児童生徒が解いた問題の量を一覧として表示（達成感） 

再度、解きたい問題を提示して利便性を図る 

印刷して（Ａ４版）利用できる 

・管理者 

学校管理者は，１校につき１名 

ログイン後，「教師の登録（ＩＤなし）」画面にて，教師を登録 

csv 形式で一括登録可 

登録した先生方には  

「教師ログイン画面」からログイン 

○新たに作成した問題を掲載 

 

２ 問題作成 

・ドリル用問題の見直しと追加（以前の問題の校正） 

・来年度の教科書にあわせる形で項目を手直し 

 

３ 実証実験 

・小学校        実証実験の継続   

・テキストの配付    必要な学校へ送付 

 

その他 

・e-Learning は、開発できたところまでを公開。公開は１１月の予定。 

・使い勝手を検証し、メーリングリストにて、意見交換。 

・問題と回答を掲載したテキストの印刷。 

 

・次回の会合１２月下旬の予定 

・研究成果をシステム研究会で報告 


